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類似案件における多数の実績を有する企業と地域を知りつく

した地元企業の連携による盤石の態勢で臨みます。 

事業計画    最新技術の風を受け、北九州市の未来へ漕ぎ出す 「ウインド・シップ・スタジアム」  

４．事業スケジュール  ２．事業実施体制  ３．万全のリスク管理  

 

企業構成 企業名 役 割 

代表企業 ㈱九電工 建設業務（設備工事）、ＳＰＣ管理 

構成企業 

㈱奥村組 
建設業務（土木・建築工事） 

若築建設㈱ 

㈱日本施設協会 運営・維持管理業務、エリアマネジ
メント業務、民間自主事業 

協力企業 
美津濃㈱ 

㈱梓設計 設計業務・工事監理業務 

各社の役割 

みんながつどい、にぎわいを生む海海ちちかか・・街街ななかかスタジアム 

夢と感動をうみだすダダイイナナミミッッククスタジアム 

環境未来都市にふさわしいエエココスタジアム 

ものづくりの街北九州を発信する街街かかどどシショョーールルーームム 

事業年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31～42 H43 H44 

主要工程 
               

事業計画 
               

調査 
               

設計 

               

建設工事 

               

運営 

維持管理 

               

民間自主事業 
               

 

１．事業取組の基本的な考え方  

 

来場者 に 多く の

喜びを提供する、

ダイナミックスタ

ジアムの整備 

省エネ機器等を活用した 

Ｑuality の高いエコスタジアム

の整備 

人の集まりを誘引する施設整備、

イベント実施・誘致 

サッカー（蹴球）や各種イベント

といった市民のスポーツ振興機

会の提供 

ギラヴァンツの級（レベル）up
を支える快適な試合環境の提供 

スタジアム基本 

コンセプト 

九電工グループは、類似案件における多数の実績と優

れたノウハウを有する各企業が協議を重ね、本事業におい

て求められる業務範囲及び内容等を十分に理解し、リスク

の所在及び内容を具体的に把握するリスク分析を実施し

たうえで、万全のリスク管理を実施します。 

リスク予防策 

リスク顕在化 

・リスク分担表により予め主要なリスク項目を分析し
対応方法を整理 

→原則、リスク管理の最適任者によるリスク負担 
・モニタリングの実施によるリスク管理を実施 

②保険によるリスク移転 
・適切な保険の付保 

①業務委託契約等によるリスク移転 
（帰責者負担の原則） 

③内部留保等によるリスク対応 
・内部留保金等により対応 

Ｓ Ｐ Ｃ
関係者協議 

（事業統括責任者、業務責任者、帰責企業等） 

協議 

残存リスク 

（極小化） 

リスク管理イメージ 

▼事業契約 
締結 ▼工事着工 

▼施設引渡し 
▼供用開始 

▼出資 
▼SPC 設立 

地盤調査等 

基本設計 

実施設計 

▼資金調達 

準備工事 

基礎工事 

躯体工事 

フィールド工事 

開業準備 

▼事業終了 

サービス提供 
SPC 解散 

▼ 
 

運営・維持管理 

太陽光設備設置 民間自主事業 

北九州の人と街を元気にし、小倉駅新幹線口のシンボルとなるスタジアム
の整備及び運営・維持管理に取り組みます。 

九九電電工工  
ググルルーーププのの  
取取組組方方針針  

市とＳＰＣの連携、近隣施設との協議・調整を適切に行い、平成 29 年３月の J リーグの開幕時に、本計画

スタジアムが最適な状況で供用開始できるように関係各社一丸となって取り組みます。 

 

 
来た 

喜多 

Ｑuality 

級 

蹴 

集 

－最新技術の風を受け、北九州市の未来へ漕ぎ出す「ウインド・シップ・スタジアム」－ 

 

ＳＰＣ 

（特別目的会社） 

建設業務 運営・維持管理業設計・工事監理業

事業者 

㈱梓設計 ㈱奥村組 

若築建設

 

㈱九電工 
㈱日本施設協会 

美津濃㈱ 

事業契約 

委託契約 請負契約 委託契約 

土木・建築 設備 

相互 
補完 

JV 

屋根賃貸借契約※ 

屋根転貸借契約※ 

※本事業と民間自主事業（太陽光）の
リスク分離のため、民間自主事業実

施企業と市と直接屋根賃貸借契約を
行うスキームも検討します。 

民間自主事業 

㈱日本施設協会 
 

美津濃㈱ 
JV 

融資 

返済 

委託契約 

建中ローン 

金融機関 

JV 
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躯体イメージ（赤：RC、青：鉄骨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内でも例のない海に面した敷地条件で

あることから、船のマストをイメージする

吊構造の屋根デザインを採用し、工業都市

北九州市の新たなシンボル施設となる外観

デザインとします。 

敷地内には南側に「スタジアムプラザ」、

北側に「にぎわいプラザ」をイベントスペ

ースとして設けます。 

試合以外の日でも近隣の西日本総合展示場等との連携を図りながら、様々な

目的で訪れた方々との交流を深め、小倉駅新幹線口の活性化に寄与します。 

 

開放的な雰囲気を生み出しながらも、施設はコンパクトに配置し、

関係者と一般客、ホームとアウェイの観客席などの動線は明確に分離

します。観客のスムーズな移動を促し、衝突を防ぎます。 

施設計画    新たな北九州市のシンボルとなる象徴的なスタジアム 

５．配置、動線計画  

誰もが安心して利用できるバリアフリーの空間にすると共に、ユニバー

サルデザインを採用し、誰にとっても使いやすいスタジアムとすることを

心がけます。また、VIP 席、ファミリー席など、多様なファン層のニーズ

に応える、様々な観客席を設けています。 

６．構造計画  

耐震性能は、建築基準法で定める最大の地震の 1.25 倍の地震に対
しても倒壊しない安全性の高い構造躯体としています。 

屋根のメインフレームの鉄骨は、吊屋根構造とパイプトラス構造を組み

合わせた架構により軽量化し、高剛性の鉄骨造スタンドに支持させること

で、鉄骨量の削減と高い耐震性を実現します。 

 

小倉駅新幹線口地区の拠点性を活かし、周辺施設との連携に配慮した施設配置を

行います。敷地南側にイベントスペースとして活用可能な「スタジアムプラザ」を

設けることで、地区の回遊性を生みだし、地区の活性化に貢献します。 

「スタジアムプラザ」イメージ 

全体動線計画図 

配置図 

【周辺施設との関係】  
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運営業務総括責任者 

業務担当者 各業務担当者 

連携 

ＳＰＣ 

エリアマネジメント
業務責任者 

基本的業務責任者 

事業統括責任者 

指示 報告 

報告 指示 報告 指示 

報告 指示 

運営維持管理ＪＶ 

人材面、 

教育面等 

サポート 

・「スタジアム運営連絡会」にて貴

市、SPC、運営維持管理 JV 間

の情報共有及び各種協議を実施 

・「スタジアム運営委員会」にて運

営維持管理ＪＶ内での各種協議

を実施 

調整等 

維持管理業務 

総括責任者 

構成企業③及び構成企業④

の事業所・本社 

連携 

 

維持管理業務総括責任者 

各業務担当者 

連携 

各業務責任者 

報告 指示 

運営維持管理ＪＶ 

運営業務総括責任者 

報告 指示 

・ 保守管理業務 
・ 備品等管理業務 
・ 駐車場管理業務 
・ 清掃業務 
・ 警備業務 
・ 植栽維持管理業務 
・ 環境衛生管理業務 
・ 天然芝･人工芝維持管理業務 

報告 指示 

人材面、 

教育面等 

サポート 

・「スタジアム運営連絡会」にて貴

市、SPC、運営維持管理 JV 間

の情報共有及び各種協議を実施 

・「スタジアム運営委員会」にて運

営維持管理ＪＶ内での各種協議

を実施 

構成企業③及び構成企業④

の事業所・本社 

ＳＰＣ 事業統括責任者 

７．高いサービス水準を保つ運営体制  

８．質の高い維持管理による高い品質の確保  

 

11．地域へ貢献する様々な方策  

13．地区の活性化を図るエリアマネジメントへの積極協力  

９．非常時の備えも万全な安全・安心のスタジアム  

10．環境未来都市北九州市にふさわしいエコスタジアムの実現  

12．魅力的な自主事業の実施  

以下の取り組み方針のもと、市民に長く愛されるスタジアムを創出します。 

 
①スタジアム利用者（アスリート、観戦者等）に快適な環境を提供します 

②効率的で効果的な販促活動を継続して実施します 

③多様なスポーツ施設の運営実績に基づいたきめ細やかな運営を行います 

④類似施設の運営経験者をはじめ、適材適所な人員を配置します 

⑤エリア全体の活性化を図るために周辺機能との連携を強化します 

運営業務、維持管理業務の遂行にあたっては、

モニタリングによる分析・評価を徹底させ、

PDCA サイクルの循環により、品質のさらなる向

上を図ります。 

業務計画の立案に当たっては、九電工グループ

が持つ多くの類似施設運営・管理実績により得ら

れたデータ等も積極的に取り入れます。 

本事業にあたっては、おもに以下のような環境配慮を行い、環境未来都市北
九州市にふさわしい整備を行います。 

 
・民間自主事業として、メインスタンド

屋根に 196kW の太陽光発電設備の設
置を予定しています。 

・建設にはリサイクル性の高い材料、人
体や環境に影響の少ない材料を積極的
に使用します。 

・高効率型蛍光灯や LED 照明等の採用、
雨水の便器洗浄水使用等により省エ
ネ、省資源を図ります。 

維持管理業務にあたっては、「事業期間中の施設等の機能及び性能等を、

適正な状態で保持」することを取組方針とし、予防保全の観点からライフサ

イクルコストの縮減を目指したマネジメントを実施します。 

責任者には類似業務の経験者を配置し、各業務担当者に的確に指示します。 

また「スタジアム運営連絡会」「スタジアム運営委員会」に参加し、維持

管理水準の確保・向上を図ります。 

 

運営にあたっては、様々な利用者ニーズの把握を行い、運営業務に反映す

ると共に、「スタジアム運営連絡会」「スタジアム運営委員会」を組織し、市

を含む関係者との綿密なコミュニケーションから意識の共有を行うことでサ

ービス水準の確保・向上を図ります。 

①小倉駅周辺のスポーツ拠点として位置づけ、トップアスリートとの触れ合い

や、チームとファンが一体となるイベントの開催等により、街のにぎわいを

創出します。 

②プロスポーツのみではなく、健康運動の一環として各種教室や大会を企画、

実施し市民の健康の高まりと地域の活性化に寄与します。 

小倉駅周辺の商店や各企業、団体等と連携・協力を図り、小倉駅周辺の活

性化と施設の有効活用のため、以下の取り組み方針のもと、健康・スポーツ

活動の魅力を伝えるマーケティング活動を提案します。 

小倉駅新幹線口地区におけ

るチームの一員としての自覚

を持ち「小倉駅新幹線口地区

振興連絡会」に加入し、様々

な団体、機関、施設との連携

を図ります。 

九電工グループでは、本施設の「利用促進」と「市民へのスポーツ振興」

及び「周辺地域を含めたにぎわいの創出」を目的として、様々な自主事業を

企画・実施します。 

民間自主事業はスタジアム事業とは別のスキームで実施するため、ＳＰＣ

の事業性に影響を与えることなく、運営維持管理業務とのきめ細かな連携を

図ることが可能となり、より効率的で効果的な事業遂行が可能となります。 

自主事業実施体制 

九電工グループでは様々な角度から地元企業との連携体制を構築し、人材

や備品、資材調達についても地域の活用を図ります。 
 

万一の災害時には安全かつスムーズな避難が可能となる経路を設けると共
に、非常用発電機、備蓄倉庫の確保により、防災拠点としても機能します。 

迅速な対応を可能にする緊急時連絡体制 

徹底した原因究明により再発防止へとつなぐ対応フロー 

実施体制及び配置系統イメージ 
 

実施体制及び配置系統イメージ 

地元企業との連携イメージ 

運営・維持管理・民間自主事業・エリアマネジメント    人を元気に、街を元気にするスタジアム運営 

太陽光発電設備設置イメージ 

避難経路図 

事故・災害等の発生に備え、対応マニュアル、連絡体制を整備し、運営業務、
維持管理業務担当者をはじめとしたスタッフ全員に各種研修・訓練等を実施し
ます。 

観客等の安全を第一に考えながら、施設の維持、早期回復を図り、事故・災
害等の被害を最小限にとどめます。 

自主事業の主な内容 

スポーツ教室･大会･イベントを中心とした事業の企画･実施 
利用者サービス向上の為のスポーツ品の販売 

・スポーツ振興イベント 
・体力づくりイベント 
・運営企業独自の冠スポーツ

大会 
・ギラヴァンツ北九州サポー

トイベント 

・健康増進イベント 
・介護予防教室 
・ニュースポーツ普及

イベント 
・スポーツ用品販売 

 等 

 

事業契約 

民間自主事業契約 

民間自主事業実施企業 
運営維持管理ＪＶ 

ＳＰＣ 

 

運営業務実施 
ニーズ等把握 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 業務改善 

計画反映 

モニタリング 

分析・評価 

運営業務計画 

運営 
データベース 

蓄積 活用 

 

再発防止 

・マニュアル更新 
・訓練の実施 
・事案の履歴化 等 

原因究明 

・問題点把握 
・改善策検討･立案 

拡大防止・復旧 

・避難誘導 
・関係各所通報 
・早期復旧 等 

状況の把握 

・被害者の状況 

・損害状況 等 

運営維持管理ＪＶ 

ＳＰＣ 事業統括責任者 

維持管理業務総括責任者 運営業務総括責任者 

第一報 

状況報告 

状況報告 報告書 

報告書 指示 

指示 

協議 

協議 

指示 

指示 

連携 

事故、 

災害、 

犯罪等 

の発生 

【協力要請機関等】  【ＪＶ本社】 

電気 九州電力    構成企業③ 

病院 小倉記念病院  構成企業④ 

【公的機関】 

警察 小倉北警察署 

消防 小倉北消防署  

緊急事態 

事業統括責任者 SPC 

業務担当者 

維持管理業務総括責任者 

報告 指示 

現地急行 

一時対応 
運営業務総括責任者 

連携 報告、指示 

 
美津濃㈱及び㈱日本施設協

会の事業所・本社 

美津濃㈱及び㈱日本施設協

会の事業所・本社 

美津濃㈱ 

㈱日本施設協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営維持管理 
関連企業 

地元密着企業 

・施設整備における土木建築工事においては、

地元企業と全国区企業の相互連携体制

（ＪＶ）を構築します。 

・事業費の直接的地元還元と業務 

遂行能力の向上を目指します。 

 

・運営維持管理において、市において指定管理等の

実績豊富な地元企業とスポーツ施設運営実績が

豊富な全国区企業の相互連携体制（ＪＶ） 

を構築します。 

建設関連企業 

建設 運営維持管理 

・建設関連における資材等の調達 

に加え運営・維持管理の専門企業も、市内に本社を構

えている地元企業を優先的に発注・採用します。 

金融機関 

・建設期間中の建中融資は、市内に多数

の支店をもつ金融機関より調達しま

す。 

地元密着型企業の事業参画 

地元専門企業の積極活用 地元金融機関からの資金調達 

資材･人材調達 

資金調達 

  

経済施設 教育機関 

地元団体 市 民 
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建築概要、面積表、平面図、断面図 

南北断面図 東西断面図 

項目 内容 

敷地面積 27,304.55 ㎡ 

建築面積 10,859.58 ㎡ 

延床面積 19,784.32  ㎡ 

（フィールド） 8,952.90 ㎡ 

（観客席） 6,911.44 ㎡ 

容積対象床面積 18,671.71 ㎡ 

容積率 68.38 ％ 

建ぺい率 39.77 ％ 

 

項目 内容 

階数 6 階 

高さ 37.20 ｍ 

構造 RC造一部S造 

駐車場台数 65 台 

自転車駐輪
場台数 90 台 

緑化率 32.78 ％ 

 

【建築概要】 

※現計画は、提案時のものです。今後変更になる可能性があります。 

４F平面図 ３F平面図 ５F平面図 ６F平面図 

１F平面図 ２F平面図 

＜凡例＞ 


